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小
林
節
先
生
は
、
平
成
二
六
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
本
塾
法
学
部

を
御
退
職
に
な
る
。
先
生
は
、
昭
和
四
七
年
に
本
塾
法
学
部
法
律
学

科
を
卒
業
後
、
同
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
（
公
法
学
）
に
進

学
さ
れ
、
昭
和
四
九
年
に
博
士
課
程
に
進
学
さ
れ
る
と
同
時
に
法
学

部
助
手
に
就
任
さ
れ
、
平
成
元
年
に
は
法
学
部
教
授
に
な
ら
れ
た
。

こ
の
四
〇
年
に
及
ぶ
慶
應
義
塾
在
職
中
に
、
先
生
は
、
当
初
は
指
導

教
授
で
も
あ
っ
た
田
口
精
一
教
授
と
と
も
に
、
そ
し
て
田
口
教
授
御

退
職
後
は
、
本
塾
法
学
部
の
憲
法
学
の
正
教
授
と
し
て
、
憲
法
学
界

で
の
御
活
躍
は
も
ち
ろ
ん
、
広
く
社
会
的
な
啓
蒙
活
動
に
も
従
事
さ

れ
、
本
塾
法
学
部
、
特
に
憲
法
学
の
発
展
・
充
実
に
大
い
に
寄
与
さ

れ
た
。

　
小
林
先
生
の
御
研
究
は
、
比
較
憲
法
研
究
を
判
例
・
学
説
を
幅
広

く
渉
猟
し
て
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
を
特
色
と
し
て
い
る
。
先
生
の

代
表
的
著
作
と
さ
れ
る
『
政
治
問
題
の
法
理
』
は
、
丹
念
な
日
米
仏

の
比
較
憲
法
研
究
を
基
礎
と
し
た
も
の
で
、
こ
の
分
野
の
研
究
を
志

す
研
究
者
に
と
っ
て
は
必
読
の
文
献
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ

に
続
く
御
研
究
で
あ
る
信
教
の
自
由
と
政
教
分
離
の
関
連
に
つ
い
て

の
諸
論
考
も
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
判
例
を
幅
広
く
検
討
し
た
成
果
を

遺
憾
な
く
発
揮
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
研
究
者

が
、「
象
牙
の
塔
」
に
籠
も
り
自
己
の
研
究
対
象
を
狭
く
捉
え
る
傾

向
に
陥
り
や
す
い
こ
と
に
対
し
て
、
先
生
は
憲
法
の
特
色
で
も
あ
る

政
治
の
法
と
し
て
の
側
面
に
注
目
さ
れ
、
積
極
的
に
社
会
的
活
動
を

展
開
さ
れ
た
。
そ
の
活
動
は
、
市
民
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
、

専
門
家
と
の
共
同
研
究
に
ま
で
及
ぶ
非
常
に
幅
広
い
も
の
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
影
響
力
は
現
在
で
も
大
き
な
も
の
で
あ
る
。

　
小
林
先
生
は
ま
た
、
教
育
に
対
し
て
も
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
き

た
。
先
生
の
研
究
会
は
本
塾
法
学
部
の
中
で
も
特
に
人
気
を
博
し
た

も
の
で
あ
り
、
多
く
の
学
生
が
先
生
の
薫
陶
の
下
で
成
長
し
、
法
律

家
は
も
ち
ろ
ん
、
様
々
な
分
野
で
現
在
第
一
人
者
と
目
さ
れ
、
重
要

な
職
務
に
携
わ
る
人
々
を
輩
出
し
た
。
さ
ら
に
、
先
生
は
本
塾
法
学

部
に
お
け
る
憲
法
学
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
多
く
の
学
者
を
育

成
さ
れ
、
現
在
憲
法
学
界
の
第
一
線
で
本
塾
出
身
の
憲
法
学
者
が
活

躍
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
今
回
の
御
退
職
記
念
論
文
集
の
企
画
に
あ

た
っ
て
は
、
先
生
の
直
系
の
弟
子
に
あ
た
る
発
起
人
の
駒
村
圭
吾
本

塾
常
任
理
事
よ
り
、
先
生
の
学
問
的
薫
陶
を
受
け
た
方
々
に
執
筆
者

を
限
定
し
た
い
と
の
意
向
が
示
さ
れ
、
そ
れ
に
沿
っ
て
編
集
作
業
が

な
さ
れ
る
中
で
、
最
終
的
に
論
文
集
が
六
〇
〇
頁
を
超
え
る
も
の
と
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な
っ
た
の
は
、
一
重
に
小
林
先
生
の
御
功
績
の
大
き
さ
と
学
恩
の
深

さ
を
示
す
結
果
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
最
後
に
、
本
論
文
集
の
刊
行
に
あ
た
り
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
。
と
く
に
企
画
及
び
編
集
の
過
程
で
多
忙
な
職
務
を

遂
行
さ
れ
る
中
で
、
多
大
な
御
尽
力
を
い
た
だ
い
た
駒
村
常
任
理
事

及
び
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
編
集
部
、
法
学
研
究
会
事
務
局
の
方
々

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
平
成
二
六
年
二
月

法
学
部
教
授
　
大 

沢 

秀 

介


